
令和７年度 学校マネジメントシート 

 

学校名（   相可高等学校   ） 

１ 目指す姿 

 

(1)目指す学校の姿 

〇生徒の夢をかなえる学校 

〇地域と共に歩む学校 

〇教職員がやりがいを実感し互いに高めあう学校 

(2) 

育みたい資質・

能力（育みたい

生徒の姿） 

【グラデュエーシ

ョン・ポリシー】 

〇夢の実現を目指して自律的にかつ誠実に学び続けることができる生徒 

〇変化や困難に対して柔軟にかつたくましく対応することができる力を有する生徒 

ありたい 

教職員の姿 

〇生徒の学力向上に努めるとともに、生徒の人権・健康・安全を守ることができる 

教職員 

〇同僚性を発揮するとともに、互いに支えあうことができる教職員 

 

２ 現状認識 

(1)学校の価値を提

供する相手とそこ

からの要求・期待 

生徒、保護者、地域社会 

○学習指導・生徒指導・進路指導、部活動指導の充実 

○地域活性化への貢献 

○卓越した取組とその成果の継承 

(2)連携する相手と

連携するうえでの

要望・期待 

連携する相手からの要望・期待 連携する相手への要望・期待 

＜生徒＞ 

わかる授業、学力の定着・向上、部活動

の充実、希望進路の実現、安心して学べ

る環境 

＜保護者＞ 

学習指導・生徒指導・進路指導の充実 

＜地域社会＞ 

地域活性化への貢献 

＜関係企業・団体等＞ 

話題性によるイメージの向上 

＜保護者＞ 

学校教育への理解・協力・支援、家庭での指

導 

＜地域社会・企業等＞ 

教育活動への理解・協力・支援、学習成果を

発表・活用する機会の提供、部活動指導等

への支援（地域部活動の設置） 

(3)前年度の学校関

係者評価など 

〇「総合的な探究の時間」の目的が保護者や生徒に浸透しきれていないのではない

か。 

〇生徒、保護者、職員にとっての情報受信手段が増えた。そのため、複数の媒体を確

認 する必要が増した。  

〇Instagramでの情報発信について、担当職員の負担につながらないようにして

も らいたい。 

〇生徒の命をまもるためにもヘルメットの着用を浸透されたい。 

(4)現状

と 

課題 

教育活動 

〇「わかる授業」のため、PDCAをはっきりと示し、授業改善をさらに進める。 

〇平日の家庭学習の時間は少し増加に転じた。家庭学習時間については、学年や個人

によって差が見受けられる。それぞれに合った指導を考察し、集中して学習に向かえ

るよう、生活習慣の見直しも行う。 

〇体調を考えて登校する指導の徹底。 

〇一部の生徒ではあるが、遅刻、身だしなみ面で指導が必要である。 

〇進路実現に対する積極性の向上。 



学校運営等 

〇職場内の情報共有 

 オンラインや掲示板を活用した効果的な情報共有の仕組みが構築しつつある。 

〇校内研修の見直し 

 教職員が探究心を持ちつつ自律的かつ継続的に新しい知識・技術（技能）を学び続

けられるよう、充実した研修の機会の確保に努める。その一方で時間的な負担が増

加しないよう、研修の実施方法も検討する必要がある。 

「授業力の向上」を目的に実施している授業公開週間における互見授業について、

形骸化していないか、検証と見直しが必要である。 

〇全県的に少子化が進んでいる中での生徒募集と安定的な受検者の確保 

 魅力ある学校づくりの推進、本校での学びの見える化を進める必要がある。 

〇働きやすい職場環境づくり 

 １人当たりの月平均時間外労働時間は２６．４ 時間 で、令和6 年度の２４．０％と比

べ２．６％増加した。今後も業務の整理とワークライフバランスを意識した職場集団

作りをすすめる。 

部活動ガイドラインを守ったうえで、外部指導者の活用や顧問の複数配置により過

重労働時間の削減を目指す。部活動の地域移行については引き続き模索していく。

特に「まごの店」の運営は、部活動として行っているものの、教育課程の延長線上に

位置づけられる部活動であることから、学科の取組との関係性も深い。活動内容に

ついて、日程や内容等、日常の授業と調整しながら活動をすすめることで、過重労働

の軽減につなげたい。 

 

３ 中長期的な重点目標 

教育活

動 

 

【カリキュ

ラム・ポリ

シー】 

〇「夢の実現を目指して自律的にかつ誠実に学び続けることができる生徒」に関して 

生徒が学ぶことに興味・関心を持ち、自分の将来と結びつけて学習に取り組む「主体的な学び」、

生徒が他の生徒や教職員、地域や世界の人々と対話をしながら、自分の考えを広げ深める「対話的

な学び」、各教科等で得た知識や考え方を活用して課題解決等に向けて探究する「深い学び」の視

点で、「どのように学ぶか」という学びの質を重視した教育に取り組む。 

〇「変化や困難に対して柔軟にかつたくましく対応することができる力を有する生徒」に関して 

各学科がそれぞれあるいは相互に連携を図りながら、また生徒が地域の方々や職業人など多

様な人々と関わりながら、地域の産業や行政と協力し、地域の活性化や課題解決に取り組む本校

ならではの、実社会と繋がった特色ある学習活動を拡充する。 

学校運

営等 

○「教職員がやりがいを実感し互いに高めあう学校」に関して 

授業・分掌業務・部活動指導等について、同僚性を発揮するとともに、協力・協同して取り組む体制

が確立するなど、教育活動や学校運営を継続的に改善するための仕組みが機能し、活気のある明

るい組織風土が醸成され、多くの生徒・保護者・職員が学校に満足している。 

 

４ 求める生徒像 

入学時

に期待

される

生徒の

姿 

 

【アドミ

ッショ

ン・ポリ

シー】 

＜普通科＞ 

高い志を持ち、希望進路の実現に向けて意欲を持って持続的に学習に取り組む生徒 

＜生産経済科＞ 

農業・環境・福祉に関して興味・関心、意欲があり、将来、就農を志す生徒または関連する分野へ

の進学や就職を強く希望する生徒 

各種検定や資格取得に意欲がある生徒 

＜環境創造科＞ 

専門分野の学習に興味・関心、意欲があり、明確な進路希望を持ち、その実現に向けて意欲的に

学習に取り組む生徒 

各種検定や資格取得に意欲がある生徒 

＜普通科、生産経済科、環境創造科＞ 

部活動や生徒会活動または地域との連携等に意欲的に取り組む意志のある生徒 

＜食物調理科＞ 

食物に関する分野で、特に調理、製菓に興味・関心、意欲があり、本校独自の特色ある教育の仕



組みを活用して高度な知識・技術を習得し、将来、食に関する分野への進路を強く希望する生徒 

５ 本年度の行動計画と評価 

（１）教育活動 
【備考欄について】 「※」 ： 定期的に進捗を管理する取組   「◎」 ： 最重点取組 

項目 取組内容・指標 結果 備考 

学習指導 ・「他者と協力して取り組む問題解決的な学習を取り入

れた授業を実施します。 

・読解力や想像力、思考力、表現力等を養う読書活動を

推進します。 

【活動指標】 

・各分掌・教科・学科と定期的に連絡・意見交換を図り、

取り組み内容や様子を共有する。 

・年度末実施のスタディーサポート、基礎診断テストに

おいて、８０％以上の生徒が教科計GTZ（学力）でC以

上となる。 

・保護者、地域の中高教員を対象とした授業公開を実

施し、学校の教育内容を知ってもらう。 

【成果指標】 

・平日の家庭での学習時間が一昨年の数値よりも5分

増加。 

・授業公開では2日間で

49人の保護者、他校教員

の方が来校した。「子どもの

様子がわかってよかった」、

「わかりやすく教えてもらっ

ている」などの感想があっ

た。 

・平日の家庭学習時間は平

均33分であり、昨年の数

値と比べ増加に転じた。土

日祝日の家庭での学習時間

は45分で、各教科で週末

の課題を積極的に出しても

らったこともあり、昨年の

39分よりも6分増加し

た。 

◎ 

生活指導 

（生徒指導） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・基本的生活習慣の形成と規範意識・公共心を育む指導・

支援を行います。 

・非行やいじめなど問題行動の未然防止と早期発見の

取り組みを行います。 

・通学マナーや交通ルールを守る意識及び態度を向上

させ、交通事故防止を図る取り組みを行います。 

【活動指標】 

・遅刻防止、交通安全、身だしなみ指導を兼ねた朝の挨

拶運動を学校として月2回以上実施する。また学期に

1回以上強化週間を設け、遅刻防止、交通安全（ﾍﾙﾒｯﾄ着

用の呼びかけ）、挨拶の習慣化を図る。 

・遅刻生徒の人数を把握し、各学期5回以上となった生

徒に、事情の確認と保護者への連絡、連携して生活習慣

の改善に努める。 

・公共の場でのマナーやルールについて共通認識を図

る目的で、HR連絡を毎月2回以上発行する。 

・各関係機関の講演会等を学期に1回以上実施し、交通

事故・諸問題の加害者・被害者とならないための知識を

身につけさせ、未然防止の意識を養う。 

・各学年で年間2回以上いじめアンケートを実施し、い

じめの早期発見、早期対応に努める。 

【成果指標】 

・正当な理由無く5回以上遅刻した生徒の人数各学期

5人以下。指導した生徒が遅刻改善100％（次学期の

遅刻数5回以下） 

・生徒が関係する交通事故の件数昨年度以下 

・問題行動の件数昨年度以下 

・「いじめ」に対する意識と認識する力の向上 

・登校指導を４月は全ての授

業日3名ずつ、５月以降は

身だしなみ強化週間に併せ

て実施した。8時～8時25

分の間、通学路の危険個所

や正門で交通安全・身だし

なみ・挨拶の習慣化をめざ

した声かけ運動を行った。

生徒会役員生徒や有志生徒

も加わり、朝から盛り上が

りをみせた。 

・身だしなみ強化週間を1・

2学期は2回、3学期は1

回実施し、「いつでも胸を張

って就職・進学試験に臨め

る身だしなみ」というキャッ

チフレーズ定着を図った。 

・ヘルメット着用の呼びかけ

として、入学予定者登校日

に着用を促す時間を設定

し、全学年対象で1学期に

交通事故遺族の方を招聘し

「交通安全講話」を実施し

た。 

【結果】 

・遅刻について正当な理由

無く各学期5回以上の生徒

は1学期0名、2学期3

※ 



 

（生徒会） 

 

 

生徒会行事は、生徒が考え、行動し、自分たちで作り上

げることができるようにします。 

【活動指標】 

・体育祭、文化祭、クラスマッチ等の学校行事に向けて週

１回の生徒会執行委員での話し合いの時間を持ち、規律

を守りながらも生徒が楽しめる企画を考え取り組む。  

【成果指標】 

・各生徒会行事の生徒満足度90％以上 

名、3学期2名。2学期に

遅刻指導した1名を除い

て、次学期には遅刻数が減

少し、改善することができ

た。 

・生徒が関係する交通事故

件数5件(前年度比－4)。

昨年度をわずかに下回った

が、自転車のヘルメット着用

数は1年生30名・2年生

11名、3年生8名。自転車

登録生徒319名、ヘルメッ

ト着用率は15％(昨年度比

+12％)であった。 

・ＨＲ連絡を49回発行し

(前年度比+10)、ルール徹

底・交通安全・持ち物の管理・

犯罪被害情報等注意喚起を

行った。 

・全学年対象で2学期に｢薬

物乱用防止講話｣・｢ネットト

ラブル防止講話｣を実施し

た。 

【結果】 

・問題行動の件数18件(前

年度比－7)。関係生徒数

30名(前年度比－18)。 

・各学期に全学年を対象に

いじめアンケートを実施し

た。回答率は1学期79％、

2学期80％、3学期91％

と昨年度に比べて大幅に回

答率が増加した。その成果

として、新たないじめ認知

や、疑いがある認識を教員

間で共有することができ

た。 

【生徒会 結果】 

・生徒会行事を自分たちで

作り上げることを目標に放

課後に残って企画案を出し

あった。 

・クラスマッチ・体育祭・文化

祭の満足度はそれぞれ

91%、９５％、９６％と成果

指標を上回った。 

進路指導 ・3年生全員の進路希望実現を目指します。 

・生徒の主体性を涵養し、生徒自身が能動的に進路実現

を果たせるよう、3 年間を通したキャリア教育の充実を

図ります。 

・保護者への進路情報発信に務めます。 

・生徒の希望する企業との

情報交換は100％行えた。

学校斡旋を希望した就職希

望者ほぼ全員の内定が得ら

れた。 

 



【活動指標】 

・進路希望調査に基づいた生徒が希望する企業との情

報交換100％ 

・入試情報の収集と共有 

・就職講話、総合型選抜・学校推薦型選抜対策講座の実

施年2回 

・総合的な探究の時間、LHR等を活用した進路指導の実

施年１回以上 

・進路ガイダンスの実施。（出前授業年 2 回以上、進路ガ

イダンス各学年１回以上、看護医療ガイダンス年1回） 

・1，2学年普通科の全員模試：年2回以上 

・1，2学年専門科の全員模試：年2回以上 

・スタディサプリ希望者の活用（普通科） 

・総務部や学科と連携した保護者会の実施、参加 

学科保護者会への参加：1回以上 

・保護者向けの進路情報の発信 

【成果指標】 

・3年生全員の希望進路実現 

・5年後10年後20年後の自分の姿を意識していると

回答する生徒の割合が学年進行で増加 

・希望進路実現のための流れが理解できたとする保護

者の割合70％以上 

・推薦入試における面接 指

導、出願指導などを行った。 

・地元の大学、短大の出前授

業、看護医療ガイダンス、歯

科インターシップ、学年別の

進路ガイダンスを通し、生徒

の進学への意識を高めた。 

・外部テストを利用し、英・ 

数・国の基礎学力の充実に

力を入れた。専門科には

SPIや作文の外部テストを

行い、就職への意識を高め

た。 

・２年生普通科環境創造科全

員と1年生、3年生の希望

者がスタディサプリに登録

した。2年生は到達度テスト

を行った。 

・Classroomを利用し、進

路情報を発信した。  

・3学年の保護者会で就 職

進学についての説明を 行

った。進学にかかる費用や

奨学金などのマネープラン

講演を行った。 

（・5年後10年後20年後

の自分の姿を意識している

と回答した生徒の割合は1

年・2年・3年でそれぞれ５

３％、７７％、７２％とおよそ

学年進行で増加している。

進路実現のための流れが理

解できたとする保護者の割

合については、７４％であっ

た。「わからない」という回

答が１７％あり、質問内容を

検討する必要がある。 

保健指導 ・健康上の課題を自己認識し、生涯にわたってより健康

的な生活を送るための実践力を身につけるよう、適切

な援助や啓発を行ない、学習の機会を提供します。 

・美化衛生に対する意識を向上させ、校内美化を進めま

す。 

【活動指標】 

・保健だよりを発行し、正しい知識の周知や生活習慣の

改善を図る。 

・学期毎のカウンセラーだより発行を通じて、校内の教

育相談体制の周知と、ヘルスカウンセリングの充実に努

める。 

・各学期初めと終わりの大掃除を実施し、毎日の掃除で

のゴミ分別の指導を通じて、美化・衛生意識の向上と校

内美化環境の維持・改善に努める。 

・全体には保健だよりを中

心に呼びかけ、来室した生

徒にはきめ細かく課題を改

善する指導を行った。 

・美化活動では、生徒達のや

る気を引き出すことができ

た。 

・保健だよりを季節、行事ご

とに発行し、生徒達への啓

発を行った。 

・学期ごとにカウンセラーだ

よりを発行し、適切に教育

相談を行うことができた。 

・大掃除の実施を計画的に

※ 



【成果指標】 

・規則正しい生活を心がけ、正しい知識が身についたと

回答する生徒70％以上 

・ゴミ分別の正しい知識の習得、実施100％ 

・校内の掃除が行き届いていると回答する生徒９０％以

上 

行い、校内美化環境の改善

に努めた。 

・成果指標については、おお

よその目標は達成できた。

ごみの分別に関しては、一

部不十分なところがあっ

た。 

人権教育 自分の人権と他者の人権を守るための実践行動ができ

る力を持つ生徒の育成に努めます。 

【活動指標】 

・人権フィールドワークと事前学習会の実施 

・人権委員による文化祭展示の実施 

・校内職員研修会の実施1回 

・人権講演会の実施1回 

・人権LHRの実施３回 

【成果指標】 

・自分にはよいところがあると感じている生徒８０％以

上 

・自身が発する言葉について意識をしていると回答す

る生徒８０％以上 

・人権学習に積極的に取り組んだ生徒８０％以上 

・活動指標についてはすべ

て達成することができた。

特に人権フィールドワーク

と事前学習での学びを文化

祭展示につなげ、その内容

を校内外で発表する機会が

持てた。一年を通して「子ど

もの人権」「子どもの貧困」

というテーマを深く学ぶこ

とができた。 

・成果指標について、自分に

はよいところがあると感じ

ている生徒は 83％、自身

が発する言葉について意識

していると回答した生徒は

９６％，人権学習に積極的に

取り組んだと回答した生徒

は９4％で、目標を達成する

ことができた。 

 

普通科 ・近隣他校普通科との区別化を図ります。 

・卒業後の進路について視野を広げて考えられる環境

づくりに務めます。 

【活動指標】 

・総合的な探究の時間（DCT）では、町に一つの地域密

着型の学校として地域と結びついた活動を中心に設定

する。 

・総合的な探究の時間（DCT）では、４つの学科が１つの

校舎に併存する高校として学科横断型の取組を進め

る。 

・進路検討のための体験活動や説明会等の機会を増や

す。 

【成果指標】 

・後期選抜における普通科志望者が定員に対して

100%以上 

・総合的な探究の時間において、年度末の振り返りアン

ケートで「多気町を好きになった」「相可高校を好きに

なった」と答える生徒が70%以上 

・すべての普通科生徒が、卒業時に本校普通科ならで

はの取組を文章化できる 

・すべての普通科教員が、本校普通科の魅力を言語化で

きる 

【成果指標】 

・１２月調査における普通科

志願者数は６７名(定員の８

３．８%)、前期選抜受験者は

６５名（２．７１倍）であった。 

・1年生の総合的な探究の

時間では年間授業数の半数

程度を学科横断型の取組を

行った。また、2年生では生

産経済科・食物調理科と連携

した取組を行った。 

・1年生総合的な探究の時間

の振り返りアンケートの結

果、「多気町を好きになっ

た」と答えた生徒が９６%で

あった。 

 

 

 



専門教育 ・資格取得や各種大会・発表会への出場を推進し、将来

の進路に向けた学習意欲の向上を図ります。 

・他教科・他学科・地域との相互連携を図り、地域の活性

化に貢献できる人材の育成を目指します。 

・外部講師による生徒・職員向け研修会を実施し、専門性

の向上を図ります。 

・日々進化する食産業の知識や技術、環境等に深い関 

心を持ち、校内外の研修の充実を図ります。（食物調理） 

【活動指標】 

・資格の丁寧な案内と補習等のサポート 

・積極的に農業クラブ活動や家庭クラブ活動、発表会

に参加 

・他教科・他学科・地域との連携 

・専門の研修を受ける機会を設けて高度な知識・技術

を身につける 

【成果指標】 

・本物との出会いの機会、各科年３回以上 

・他教科・他学科・地域との連携の実施、各科年３回以上 

・資格取得者総数１６５人以上（生産経済） 

・農業クラブ競技会、発表会等で総数１０以上の受賞

（生産経済） 

・農業関連への進路先４名以上(生産経済科) 

（環境創造科） 

・測量士合格５名以上・測量士補試験合格４０名以上 

・２級土木施工管理技術補合格３５名以上（環境創造

科） 

・農業クラブ平板測量競技大会で県大会最優秀（環境

創造科） 

・外部講師による生徒・職員の研修会の実施 年３回

以上 

・他教科・他学科・地域との連携の実施 年３回以上

（食物調理科）  

・資格取得の推進、コンクールへの積極的参加（一人

１回以上）（食物調理科） 

【生産経済科】 

・本物との出会いの機会と

して、松阪牛の仔牛選定研

修、削蹄見学会等で畜産農

家や獣医師に直接指導をし

ていただいた。フラワーア

レンジメント、ハーバリウム

等の花に係る研修を地域の

園芸店に指導していただい

た。伊勢いも栽培において

も、地域企業と連携して共

同研究を行っており、継続し

た指導をしていただいた。

また、伊勢いも栽培では初

となる JGAP認証を取得

することができ、世間に認

められる栽培管理や農産物

生産技術を確立した。3月

には、多気町伊勢いも部会

の方に今までの取組につい

て発表することができた。 

・他学科との連携では、食物

調理科と協力し、本校

JGAP食材の伊勢いもや県

産GAP認証農産物をPR

するための取組を行った。 

・資格取得者総数は延べ

185人となり目標を上回る

結果となった。 

・みどり戦略学生チャレンジ

東海ブロック大会出場や松

阪肉牛共進会での本校出品

牛競り値過去最高値を

850万円に更新するなど

競技会・発表会等で目標以

上の１２の受賞を果たした。 

・４名の者が農業関連への進

路を選んだ。 

・外部講師による研修会は、

高度化事業や先進地見学事

業等を利用して６回実施し

た。 

【環境創造科】 

・測量士・測量士補、2級土

木施工管理技士補の国家資

格取得に向けて放課後補習

も含めて積極的に行った。

生産経済科と協力し、危険

物取扱者、小型車両系建設

機械の講習など、資格取得

を積極的に案内できた 

 



・公務員補習において、数

学・物理の分野について、普

通教科の担当者にご協力い

ただいた 

・現場見学会、各省庁や市役

所などにおける業務説明

会、職場体験などに参加し

た 

・測量士16名、測量士補

35名合格 

・2級土木施工管理技士補

29名合格 

【食物調理科】 

・生産経済科他県内の農業高

校と協力し、県産ＧＡＰ認証農

産物をＰＲするための取組を

行った。 

・コンクールでは、スイーツ

甲子園福島チャレンジカッ

プ大会、シーフードコンクー

ル、WASYOKUグランプ

リなど８のコンクールに出

場。 

・資格取得では、製菓衛生師

試験１9名合格。食物調理検

定1級４０名合格。ふぐ処理

者試験９名合格。 

・地域連携では、射和小学

校、特別支援学校との交流

実習２回。地域イベントへの

参加や料理教室の実施など

幅広く活動をおこなった。 

改善課題 

・一部の生徒ではあるが、遅刻、身だしなみ面で指導が必要である。  

・自転車運転時のヘルメット着用率が低い。  

・問題行動の件数が昨年度より減少。  

・本校が大切にしているDCT「総合的な探究の時間」について、学校が生徒につけさせたい力は確実につい

ているが、一方で本時の目的・意義を感じられていない生徒もいた。生徒に目的・意義を伝えていく必要があ

る。 

 

 

（２）学校運営等 

項目 取組内容・指標 結果 備考 

資質向上の

取組 

計画的な校内研修の実施により、教職員の資質能力を

向上させるとともに、同僚性を育みます。 

【活動指標】 

・保護者、地域の中高教員を対象とした授業公開 

・ICT活用などに関わる研修を年２回 

・校内人権研修会、校外人権研修会とも年１回以上参加 

・コンプライアンス研修を学期に１回以上 

【成果指標】 

・教科・科目によりばらつき

が大きいものの、おおむね

６０％～７０％の生徒が肯定

的回答をしている。わかる

授業のために、教職員の授

業力向上を引き続き行う。 

 

※ 



・生徒実態調査で「各教科の授業が分かりやすいか」に

対し、肯定的解答が８０％以上 

・教職員による不適切事案の発生０件 

チームワー

クの向上 

分掌・学年・学科を越えた情報共有を進めます。 

【活動指標】 

・情報共有の仕組みを見直します 

【成果指標】 

・職場内のコミュニケーションが図れていると回答する

職員８０％以上 

・新たな情報共有手段を導

入したことで、タイムリーな

職員への情報発信が可能と

なった。 

 

情報提供に

よる信頼の

構築 

本校の特色ある学びを積極的に発信します 

【活動指標】 

・ホームページの更新 月２回以上 

・報道機関等への情報提供 年２０件以上 

・学校見学会等の実施 年５回以上 

【成果指標】 

・学校の様子がわかると回答する保護者の割合７０％ 

・募集定員の充足率 １００％ 

・タイムリーなホームペー 

ジの更新に努めた。また、 

学校案内パンフレットの見

直しを行なうとともに、本

校 の学びの特色や魅力に

ついて、中学校、地域関係 

者、報道各社等への積極 的

に情報発信した。 

・Instagramを開設して2

年目となったが、たくさん

の方に閲覧してもらえてい

る。教員による生徒撮影の

方法について、今後検討す

る必要がある。 

・各種PRを精力的に行っ

たものの、人口減等により

入学者選抜における本校へ

の進学希望者は、昨年と比

較すると減少している。 

※ 

働きやすい

職場環境づ

くり 

健康で働きやすい職場環境づくりのために、総勤務時

間の縮減に取り組みます。 

【活動指標】 

・設定した日の定時に退校できた教職員の割合80％ 

以上 

・予定通り休養日を実施できた部活動の割合  95％ 

以上 

・放課後に開催して60分以内に終了した会議の割合 

90％以上  

【成果指標】 

・ 時間外在校等時間が年360時間を超える教職員数 

0人 

・ 時間外在校等時間が月45時間を超える教職員の延

べ人数 0人 

・ 1人当たりの月平均時間外在校等時間 30時間以下 

・ 1人当たりの年間休暇取得日数  10日以上 

・設定した日に定時退校でき

た教職員の割合： ９３．９％ 

（R６ ９３．６％） 

・予定通り休養日を設定で

きた部活動の割合：98.５％ 

（R６ ９８．４％） 

・会議時間 60 分以内の実

施率：7５．０％ （R６ ７４．

５％） 

・年 360 時間を超える人 

数：１７人 （R６ １８人） 

・月 45時間を超える人数： 

２６人/月 （R６ 24人） 

・１人当たりの月平均時間外

労働（全職種平均）： 2６．４ 

時間 （R６ ２４．０時間） 

◎ 

改善課題 

・「わかる授業」のための職員の授業力向上 

・過重労働時間の増加と同じ教員の過重労働の改善 

 



６ 学校関係者評価 

明らかになった 

改善課題と次への

取組方向 

・「総合的な探究の時間」をはじめ地域と協力体制が進んでいる。そのため、もっと関わ

りを持った事業をしてはどうか。また探究のテーマなども学校ホームページなどで発

信していったら視野が広がる。 

・ＳＮＳでの発信が増えている。仕事量のバランスも考えなくてはならないが、学校の

様子がわかってよい。説明文は短くてもよいので、投稿数を増やすと地域にも各学科

の学習の様子が伝わる。 

 

７ 次年度に向けた改善策 

教育活動について

の改善策 

・学校ホームページを刷新する予定である。さらに情報発信に努め、学校の魅力発信を

行っていく。一方で担当職員の負 担軽減を図る方策を立てる。 

・「わかる授業」のための職員の授業力向上をめざす。授業公開週間などを利用し、教員

間の授業見学を積極的に行う。それぞれの授業で振り返りアンケートなどを行い、今

後の指導に役立てる。  

・「総合的な探究の時間」は、流れができつつある。担当になった教員が誰でも受け持つ

ことができるように、体系化を進める。 

学校運営について

の改善策 

・全体としては時間外労働が増加した。また、同じ教員の過重労働が改善されていな

い。そのため、業務の主担当を分掌内だけでなく、職員全体に「見える化」することで、

責任の所在を明確化、マニュアル化をすすめる。行事が終わり次第振り返りを行い、次

年度に向け改善すべきところを確認する。 

・不祥事根絶をめざす。学期ごとに学校向上委員会からテーマを絞って研修を行う。 

 


